
 
 

令和元年度 

地域共生社会推進フォーラム 
～地域福祉計画策定の意義と、今、取組むべきこととは・・・～ 

開 催 要 綱  
 

１．趣 旨 

「地域共生社会」とは、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住

民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』

つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を目指すものとされ

ています。 

昨今、少子高齢化や単身世帯の増加、社会的孤立の問題など、人々が暮らしていく上での課題は、

複雑化・複合化し、単一の制度のみでは解決が困難なために適切な支援に結びつきにくいなどの理

由により、課題が深刻化するケースが増えています。 

この現状をふまえ、地域共生社会の実現に向けた改正社会福祉法等により、地域福祉の推進にあ

たっての自治体の責務が定められ、地域生活課題に対する包括的な支援体制の整備などを目指す

地域福祉計画の策定が努力義務となり、福祉の各分野における上位計画として、位置づけが大きく

見直されました。 

今後は、それぞれの地域において地域共生社会をどのように具体化していくのか、地域福祉計画

の策定を通じて、その構想と施策を示していくことが求められています。 

そこで、本フォーラムでは、2020 年代初頭の全面展開に向けて、地域共生社会を実現するために

自治体や多様な関係機関が取り組むべきこととその考え方について、改めて理解するとともに、福祉

の各分野における共通事項を定めた地域福祉計画策定の意義並びに策定・改定する際に必要な視

点等を学ぶことを目的に開催します。 

 

２．主 催  社会福祉法人  岡山県社会福祉協議会 

３．日 時  令和元年 11 月 1 日 （金）  １２：３０～１６：３０ ＜受付開始１２：００～＞ 

４．会 場  きらめきプラザ ３階 ３０１会議室（岡山市北区南方２－１３－１） 

※できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

５．対 象  市町村社会福祉協議会職員／県・市町村行政職員／地域包括・在宅介護支援セン 

ター職員／社会福祉施設職員／地域づくり、地域福祉推進に携わられている方（民生 

委員、福祉委員、地区社協役員、まちづくりに関わるボランティア・NPO の方 等） 

６．定 員  １００名程度 

７．参 加 費  無料 

８．日 程 

12:00  12:30 12:40              13:40        14:25 14:35               16:30 
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９．内 容 

■ 基調講演 １２：４０～１３：４０ 

『地域共生社会の実現に向けて、各々が果たす役割と計画策定の意義について』（仮） 

 美作大学 社会福祉学科 特任教授 小坂田 稔 氏 

地域共生社会を実現するために、自治体や多様な関係機関が取り組むべきことやその考え方等に

ついて、改めて理解するとともに、地域福祉計画策定の意義や必要な視点等についてご講演いただき

ます。 
 

■ 行政説明 １３：４０～１４：２５ 

『地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制の整備等について』（仮） 

厚生労働省社会・援護局地域福祉課 地域福祉専門官 玉置 隼人 氏 

新たな時代背景を踏まえた、これからの福祉施策のビジョンやその展開等について、わかりやす

くご説明いただき、その方向性について共通認識を図ります。 
 

■ パネルディスカッション １４：３５～１６：２５ 

『地域共生社会の実現と地域福祉計画との関係性や、その効果等について考える』（仮） 

 【パネリスト】 阪南市役所（大阪府） 市民福祉課 課長 藤村 治司 氏 

          阪南市社会福祉協議会（大阪府） 事務局次長 猪俣 健一 氏 

          美作市役所 社会福祉課 課長補佐 近藤 利広 氏 

          美作市社会福祉協議会 事務局次長 内田 薫 氏 

 【助言者】 厚生労働省社会・援護局地域福祉課 地域福祉専門官 玉置 隼人 氏 

 【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】 美作大学 社会福祉学科 特任教授 小坂田 稔 氏 

阪南市では、市の地域福祉計画と社協の地域福祉活動計画をひとつにした「地域福祉推進計画」

を策定し、市民・市（行政）・社協が一体となった公民協働による取組が進んでいます。美作市で

は、計画づくりの根幹となる市民アンケートや地区社協での意見を基礎データとし、委員会での議

論、市民や関係機関との意見交換を踏まえ、昨年度「第 2期地域福祉計画」を策定しました。ここ

では、地域の現状を把握し、目指すべき地域の姿を明らかにしながら、各々が果たす役割や取組み

を総合的にとりまとめた計画策定における、重要なポイントやプロセスから得た効果について学

び、計画策定に向けた一歩につなげます。 

11．参加申込（出欠確認） 

別紙「申込書」に必要事項を記入して、本会地域福祉部まで、ＦＡＸまたはメールにて 

お申込ください。  ＜申込締切＞ 令和元年 １０月１１日（金）  

12．個人情報の取り扱いについて 

別紙「参加申込書」に記載された個人情報は、本フォーラム運営管理の目的のみに使用いたし 

   ます。なお、本フォーラム当日資料に氏名、所属、役職名等を掲載いたします。 
 

13．お問い合わせ先 

社会福祉法人 岡山県社会福祉協議会 地域福祉部 (担当：林・貝原) 

〒700-0807 岡山市北区南方 2 丁目 13－1    きらめきプラザ 3 階 

ＴＥＬ：086－226－2835 ＦＡＸ：086－225－6602 

E-mail : chiiki@fukushiokayama.or.jp 


